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8年間の研究テーマの分類を通して
看護部　　青木利津子
はじめに
　当院の看護研究は昭和40年に婦長、主任のみの研
究会として発足した。3年後には看護職員全員を対象
として、義務づけられ、職場単位毎にまとめ、発表会
が持たれて来た。その中には優れた研究もあり、日本
看護学会で発表もされている。しかし教育的かかわ
りの少なかった当時は、内容も研究というより雑文、
感想文として院内発表されていたものもあった。
昭和55年、看護部組織の体制の改善に伴い、看護婦の
資質の向上を目的として、院内継続教育が確立された。
その教育の一環として看護研究も再スタートしている。
この看護研究は、義務づけではなく、自主的に日常の
看護活動の中から課題をトピックし改善、検討を重ね
たものや、実態調査、動向等をとりあげ院内の看護研
究学会で発表している。
昭和55年度以降毎年20題以上の研究が発表されて
来た。しかし病院の変遷に伴い・，研究テーマも年
次毎に変化している様に思われ、その動向を把握した
いと考えた。
今回、昭和55年～62年迄の8年間の研究会集録を
資料に研究テーマの分析を試みた。これにより今後当
院に於ける看護研究を推進させるための資料として、
まとめたので報告する。
1　研究方法．．
　1）期間：昭和62年10月～12月
　2）方法：①昭和55年度～62年度迄に院内の看
護研究学会で発表されたテーマ数を年度別に表わし、
病院の変遷との関わりを明らかにする。
②内科系・外科系、外来系別の発表題数％を比較し、
年度別の傾向を分析する。
③研究発表された、テーマ全体を対象にして年度別内
容分類をする。
④内容分類を更に外科系、内科系、外来、その他（中
央op室、中材、透析室、救急、看護部、看護専門学
校等）の科別の内容傾向の分析をする。
⑤離別分類の中から、出題数が多く年度別に変化のあ
る群を抽出しテーマ分析と年度別傾向を見る。
II結果
①当院の院内看護研究出題数と病院の変遷について、
年度別に見たものがく図1＞である。
　　　　　　　　　院内看護研究発表の年度三廻移
ﾀ当院　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図1）
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看護部新体制になった昭9n　S　5年度は23題、次年度
は20題に落ちているが、新部長就任の57年度は3
3題に増加した。病院新設の準備の年として58年5
9年度は23題、26題と減少しているが、この2年
は発表の他に特別講演、シンポジウム、等が企画され
た。60年度は新病院に移転の年であったが23題、
新病院1年目・2年目の61年度24題・62年度3
5題の発表藩論があった。
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②次に内科系7病棟、外科系14病棟、及び外来系
19科を対象として、年度別出題数を％により表わ
した。＜図2＞参照。母性1病棟、その他の部門につ
いては除外した。
外来系が毎年低調であり、演題の多い57年度でも、
外来全体の36％である。56年度、61年度、62
年度は全体の5％でユ9科の内1ケ所のみが発表して
いるにすぎない。
年度別、内科外科、外来系発表件数％
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外科系病棟は初年度は78％であるが、56年度は65
％に減少している。しかし57年度、58年度は79％の
増を認め、59年度は100％、62年度はユ00％以上
である。全体的には徐々にではあるが年度毎に上向き
の傾向が見られる。
内科系は初年度は72％の発表率であるが、56年、57
年、58年度の3年間は100％（7全病棟）が発表し
ている。しかし59年、60年度は72％に減じ、更に61
年度は57％下降の一途をたどっている。62年度は再
び外科系と同じく100％以上の発表率が見られた。
③　以上8年間の発表演題の総件数は215題であっ
た。これらの演題を内容別に分類したものがく表1＞
（北大病院看護部内藤の分類を改良）である。
第1群～第10群に分類した。分類内容については右
表のく表1＞参照。
表1により年度別に分類したものがく表2＞である。
研究総数215題の分類から見ると、6群〈看護の方
法〉に関する研究テーマが最も多く79題で全体の36
％である。次いで2向く管理〉が72題、33％で、
この両群が全体の70％を占め、他群と比較して目立
って多い。
60 61 62
（表1）分類の内容（内藤の分類を改良）
分　　類
　1　群
i看護教育）
卒前教育教育制度に関するもの、新入
@　　　　オリエンテーション
ｲ後教育教育評価
　2　群
i管　　　理）
業務管理　人員配置、労働条件、勤務者
@　　　生活環境
ﾅ護体制　看護計画、記録表の検討も含
ｮ向　　　む、パンフレット作成
　3　群
i心　　理）
螺関係鰭と看翻・その他の人階コミニュケーション　意識調査
　4　群
i看護用具） 看護に必要な用具類の工夫
　5　群
i看護の本質）
　6　群
i看護の方法）
検証（実験）　患者指導　対症看護
闖㍽闊?早@オリエンテーション用紙
ｳ者検査
　7　群
i患者の環境）
衛生的環境、感染予防、器具の消毒
　8　群
i医療制度）
制度、福祉問題
　9　群
iそ　の他）
その他いずれも群に入らないもの
　10　群
i評　　　価）
看護の評価
ﾇ理の評価
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3群〈心理＞13題6％、9群〈その他＞11題5％、
4趣く看護用具＞10題4．7％をしめ、あとは1群く
教育〉、5群く看護の本質＞7群く患者の環境〉の各
（表2）
群は9題4．2％と並んでいる。10群く評価〉に関し
ては3題1．4％と少なく、更に8群く医i療制度〉に関
しては8年間を通じ1題の研究もない。
年度別看護研究テーマ分類表
　　　　類群年度　　ll
ユ群 2 3 4 5 6 7 8 9 10 合　計
55年 1 5 1 2 2 10 2 0 0 0 23
56〃 0 5 2 0 0 ユユ 2 0 0 0 20
57〃 0 9 1 1 3 15 1 0 3 0 33
58〃 0 8 1 3 0 9 0 0 2 0 23
59〃 2 6 3 3 1 15（10） 0 0 1 2（0） 33
60〃 1 8 1 0 2 8 1 0 3 0 23
61〃 1 14 1 0 1 4 2 0 2 0 25
62〃 4 17 3 1 0 7 1 0 1 1 35
合諦％） 9（4．2）72（33）13（6） 10（4．7）9（4．2） 79（37）9（4。2） 0（0） 11（5．1） 3（1．4） 215
　　※59年6群、10群の（
これを年度別に2群と6群で見ると、昭和55年度から
59年度にかけては6群が60題76％と2群33題4
6％で6群の方が約2倍近く出題されている。しかし
60年度から62年度では、2群39題54％、6群19
題24％で2群の方が約2倍以上の出題がありテーマ
内容のかたよりが見られる。
　　（表3）
）の数字は当院の発表件数を示す。
62年度で見ると1群が4題、2群17題と例年になく
伸びがみられた。
④　テーマ分類をした中から更に内科、外科系、外来
系、母性、その他を選別し、年度別に表わしたものが
く表3＞である。△印は外科系、○内科系、◎母性、
＊外来系、□その他で表した。
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1群は9題であるが60年度に外科系が1題のみ分散教
育に関して出題している。あと8題はその他の部所が
出題している。特に62年度は、4題と例年になく集中
している。
2群は、55年度から59年度までは外科系、内科系は出
題数は少く、外来系が他の分類に比較してやや増になっ
ている。しかし60年度から外科、内科系が徐々に増加
し、62年度には外科系8題29％、内科系5題33％
と確実に出題数は増加している。3群は外科系、内科
系のトータルは、折半しているが、4群は外科系が多
　　（表4）　　　　　　　　2群（管理）
　　　　　　　　（1）　（2）　（3）　（4）
い。年度別にはかたよりが見える。5群、7群、9群
は、4群と同じ傾向である。
6群は、55年度～57年度の3年間は外科系、内科系は
他群に比較して、この群に集中している。外来系は1
題つつではあるが毎年出題している。外科系は60年度
より急激に出題減少している、又内科系は10％減と
なっている。57年度と59年度はその他の部所で3題～
4題と他の年と比較して多く出題している。
そこで年度別に変化の多かった2群のテーマ内容を分
析し年度別傾向を見たものがく表4＞である。
のテーマ内容分析と年度傾向
　 　　　　　（5）　（6）　（7） （8）
　一N度々内容 安全対策に
ﾖするもの
記録　に
ﾖするもの
パンフレット
?　　　成
看護過程の展開 申し送りに
ﾖすること
動向と
W　望
新病院に
ﾖするもの
看護体制の
?善と見直し 合計
55 ㊥ 2 3 5
56 2 2 ユ 5
57 2 1 5 1 9
58 4 2 1 1 8
59 2 2 3 7
60 2 3 1 1 1 8
61 1 4 1 1 3 2 2 14
62 2 5 1 8 1 17
合計 9 22 17 1 4 15 2 3 73
⑤．2群の8年間の総合計数は73題であり、テーマ
内容を大別して8項目に分類した。
分類した中で最も多く取りあげられていたテーマはく
記録に関するもの＞22題、次いでくパンフレット作
成〉が17題、＜動向と展望＞15題く安全対策に関
するもの＞9題となっている。又少ないものはく看護
過程の展開＞1題、＜新病院に関するもの＞2題、
＜看護体制の改善と見直し＞3題、＜申し送りに関す
るもの＞4題である。
〈記録に関する〉テーマは毎年連続して出題され、特
に61年度と62年度が増加している。又新病院移転後に
新しく出題されたテーマは3項目であった。
皿　考　察
①病院の変遷は、この8年間で3期に分類すること
が出来る。第1期を昭和55年度～56年度迄、看護
部組織の新体制期。第2期を57年度～59年度迄、
新病院開設準備期。第3期を60年度～62年度迄新病院
移転と整理期とした。
〈病院の変遷とテーマ出題数の関係〉
昭和55年度の研究テーマ出題数は23題である。この
年は看護部組織が、3副部長制（総務、業務、教育）
がひかれ、院内教育計画も新しく出されたが、前年度
からの継続もあり、研究は目立った変化はない。しか
し次年度は20題と減少しているが、部長不在と院内
教育確立のために、暗中模索の年であった。従って婦
長、スタッフ間でも、方向性が掴めず、研究のゆとり
がなかったためと考える。57年度は出題数が33題
と前年に比しユ3題増となっているが、外来系が7題
36％の出題があり伸び率も高かった。又外科系も出
題数が伸びているが、新部長就任年であり、看護婦全
体が活気づいたとも推測される。
58年度、59年度は新病院開設にむけての準備期間であ
り、それにむけての検討も見られたが、病棟は安定し
た出題数である。しかし59年度内科系の出題数が減少
したのは、旧西館内科の2病棟が閉鎖され、外科系に合
併吸収されたためと考えられる。文60年度は、新病院
へ移転後の病棟造りで忙しかった事もあり、やや出題
数は減少している。又61年度も内科系が58％と落
ち込んでいるのは、移転に際し再編成され、新しい病
棟開設で、研究のゆとりはなかったと考えられる。外
科系は旧病棟横流れで、新病棟が開設された事もあり、
出題数は前年度より伸びを示していることが伺える。
62年度は過去7年間で見られない急速な伸びを示し、
一　46　一
外科系、内科系ともに、100％以上の出題数を示し
た事は移転2年目で各病棟とも、落着きが出て、新し
い病棟づくりに責任者の前向きの姿勢が伺える。これ
は5ケ所の病棟から2題以上の出題や、個人及びグ
ループ研究が例年になく多く、特に婦長、主任の出題
数が多いことで証明される。
又スタッフも研修受講後継続した研究に取り組んだ結
果が、この様な高い率につながったと考えられる。
〈看護研究テーマの年度別変遷〉
　〈教育に関する〉テーマは55年度に1題、看護学校
進学科が学生の実態調査について出題しているが、次年
度より58年度迄は0である。59年度からは毎年1～4
題が出題されている。60年度は分散教育に関するテー
マで外科系病棟が初出題された事は、今後の研究出題
にも広がりを持たせる可能性を秘めていると考える。
又その他、研修成果、看護講座の問題と今後の課題等
がテーマ選択されている。教育目標が明確化されてい
る今日それに沿って教育評価等を打ち出せる時期が到
来したと考えてもよかろう、病棟からも教育委員会か
らも今後テーマ出題が望まれる。
全体に見て出題の多かった群は2群、6群、3群であ
る。又最も少なかったのは8群の0であるが、北大病
院看護研究グループが発表している176題中8群1
題と当院と同じく最も少ない出題となっている。これ
は、当面の問題として、看護に関する課題が多すぎ、
医療制度や、福祉制度にまで手を広げる事が出来ない
現状を物語っている。次に最多出題の2群と6群を比
較すると、新病院移転年より出題数がクロスし出題傾
向の様相が変化している。これは旧病院からの脱皮を
計り、業務改善、記録の方法、申し送り改善検討や実
践化にむけての検討を重ねる必要性から、基本となる
看護管理をテーマ選択にした結果と考える。
北大病院に於ても年代の相違はあるが、看護体制の変
換期は2群、、5群、6群が全体の85％を占めたと
報告されている。チームナーシングから受持体制に変
化させる10年間の過程の中で、看護管理又は、業務を
常に模索、検討する必要があったと指摘している。
当院の現状と比較しても看護研究の傾向は北大病院と
一致するところが多い。
〈2群（管理）テーマ内容の分類と年度傾向〉
　〈記録に関する〉テーマは55年度より毎年出題され
2群の中では最も多かったが、改善への志向は55年以
前よりあった。しかし、57年度にPOS導入への基礎
学習を院内研修で企画し、毎年継続して研修を実施し
た結果、看護婦の問題志向型記録の意識は高まり、年
度傾向として記録のテーマ出題も年次毎に多くなり、
活発な研究活動に入っていることが伺える。
〈パンフレット作成〉は新病院開設準備期間に多く見
られるのは、うなずける。又移転後は減少し62年度は
0となっているもの＼病院の変遷にあわせたテーマ選
択といえよう。〈看護過程展開〉〈申し送り×新病
院に関する〉〈看護体制の改善〉等は、60年度から初
めて出題されているが、新病院での新しい看護体制へ
の始動結果として現れたものと言える。
〈動向と展望〉は60年度より多くなり、新病院での患
者の動向、新設された部門の動向が出題されている。
62年度が更に多くなったのは新病院移転後、2年間を
通して各病棟の患者の動向や展望を出題しているため
である。
これらから、新病院も婦長が病棟管理の面でもゆとり
ある目で洞察出来る、安定した時期に来たとも言える。
IV　結　論
①病院の変遷と共に院内看護研究の出題数も変化傾向
にあることが判明した。
②病院の変遷に関係なく外来系の看護研究が低調であ
った。
③新病院移転の年と次年度とも安定したテーマ出題数
を示しているが、62年度には出題数の激増を認めた。
④当院の看護研究の傾向としてく看護の方法〉とく管
理〉に関する研究が他の群に比較して非常に多かった。
又、出題数の変化は病院の変遷にも関係のあることが
判明した。
⑤院内教育と看護研究の関係も認められた。
⑥看護体制特に記録の改善にむけ継続的検討が年次毎
に上昇傾向にある事が明確化した。
⑦今後の看護研究の方向性を見出すことが出来た。
V　おわりに
この報告はあくまでも、テーマ分類から見た傾向であ
ったため、底の浅さを感じるが、今後は研究内容につ
いて分析したものをまとめて見たいと考えている。
しかし、今回8年間の研究をまとめて確信を持てた事
は、現在、婦長・主任を始め、看護職員全体が、心の
こもった看護とは何かを考へ、患者に満足してもらえ
るケアーを充実させたい意欲が研究のテーマの分析か
ら伺うことが出来た。今後も、よりよい看護の提供の
中から科学的分析が出来る看護研究へとつないでほし
いと考える。
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